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【 は じ め に 】 2 0 1 0 年 以 降 に 国 内 で 発 生 し た 高 病 原 性 鳥

イ ン フ ル エ ン ザ （ H P A I ) に 対 し て 、 現 地 対 策 本 部 を 構

成 す る 丹 後 広 域 振 興 局 ( 以 下 、 局 ) と 当 所 が 初 動 防 疫 体

制 の 整 備 に 取 り 組 ん で き た の で 報 告 す る 。【 体 制 整 備 】

当 初 、 2 0 1 0 年 の 宮 崎 県 で 発 生 し た 口 蹄 疫 に 対 応 し 、 局

長 を 中 心 に 関 係 部 局 の 代 表 者 か ら な る 「 連 絡 会 議 」 を

設 置 し 、 初 動 対 応 に つ い て 協 議 を 開 始 し て い た が 、 国

内 で H P A I が 発 生 し た た め に そ の 対 応 へ シ フ ト し た 。 そ

の 中 で 、 迅 速 な 初 動 防 疫 に は 現 地 に お け る 必 要 資 機 材

の 調 達 が 最 優 先 課 題 と 位 置 づ け 、 当 所 が 作 成 し た 資 機

材 リ ス ト に 基 づ き 、 調 達 方 法 を 整 備 し た 。 併 せ て 、 即

座 に 動 員 可 能 な 局 職 員 ( 5 名 ) を 選 定 し て 、 初 動 防 疫 の

支 援 を 行 う 「 ス タ ー タ ー チ ー ム 」 を 創 設 し 、 資 機 材 の

迅 速 な 搬 送 体 制 を 確 立 し た 。 ま た 、 初 動 防 疫 に お け る

各 種 課 題 を 部 局 ご と に 作 業 分 担 後 、 進 捗 整 理 表 で 一 元

管 理 し 、 2 0 1 1 年 3 月 に 「 丹 後 地 域 H P A I 防 疫 対 応 マ ニ ュ

ア ル ( 暫 定 版 ) 」 の 策 定 に 達 し た 。【 演 習 ・ 検 証 】 2 0 1 1

年 1 2 月 に マ ニ ュ ア ル に 基 づ い た 実 地 演 習 を 開 催 し 、 資

機 材 の 搬 送 、 前 線 基 地 の 設 営 、 防 護 服 の 着 脱 、 防 疫 作

業 者 の 感 染 防 護 作 業 等 を 確 認 し た 。 演 習 後 の 関 係 部 局

に よ る 「 検 証 会 議 」 で は 、 机 上 の 想 定 を 超 え て 各 作 業

の 細 部 に 多 く の 課 題 が 浮 き 彫 り と な っ た 。 今 後 も 「 連

絡 会 議 」 に お い て 、 協 議 を 継 続 し て い く 予 定 で あ る 。


